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1．目的   

「心大血管疾患リハビリテーション料」、「脳血管疾患等リハビリテーション料」、「運動  

器リハビリテーション料」、「呼吸器リハビリテーション料」のいずれかを届出している保  

険医療機関に対し、算定患者に係るリハビリテーションの実施期間等の状況の調査を行う  

ことを目的とした。  

2．調査対象   

全国の病院、診療所において平成18年7月時点で「心大血管疾患リハビリテーション料」、  

「脳血管疾患等リハビリテーション料」、「運動器リハビリテーション料」、「呼吸器リハビ  

リテーション料」のいずれかを届出している保険医療機関および当該医療機関でリハビリ  

テーション医療を受療している患者を対象とした。   

このうち、心大血管疾患リハビリテーション料の算定医療機関は、該当施設が297施設  

と少ないので全施設を対象とした。他3分野については、都道府県別に層化した上での無  

作為抽出により、各l，000施設を抽出し、のべ合計3，297施設が対象となったが、複数の  

リハビリテーション料を算定する医療機関があるため、調査対象となった実施設数は2，822  

施設であった。  

3．調査方法   

施設対象の施設調査及び施設向け患者調査、患者対象の患者調査の3つの調査を実施し  

た。   

施設調査は共通調査票と抽出対象となった分野の分野別の調査票について、自記式調査  

票を郵送配布・郵送回収とした。   

施設向け患者調査票は、施設調査票で対象となった分野について10票ずつ同封し、医療  

機関から対象居着を無作為に抽出した上で記入することを依頼した。回収については施設  

調査票と一緒に郵送回収をした。   

患者調査票は、施設向け患者調査票と同様に、対象となった分野について10粟ずつ同封  

し、施設向け患者調査の対象とした患者に医療機関から手渡しで配布し、患者または患者  

家族が自記した調査票を、返信用封筒で郵送する方式で回収をした。   

なお、施設向け患者調査票と患者調査票は施設IDおよび性・生年月日で突合できるよう  

に設計をした。   

調査は、平成18年12月に実施した。  

4．調査項目  

施設対象調査については、施設属牲項目と患者のリハビリテーション関連項目を調査し  

た。詳細は以下の通りである。  

調査票   項目   

施設調査票  ・施設属性（種別、開設主体、リハビリテーション科棲模の有無、リハビリ  

テーション専門医数等）  

・平成18年11月1ケ月間における施設全体の患者数  

・リハビリテーション料を算定している患者数（月別入院外来別）  

■ 平成18年11月に疾患別リハビリテーション料を算定している患者数  

・平成18年11月にリハビリテーション料の算定を終了した患者数  

・平成18年12月以降もリハビリテーション料が算定可能な患者数  

・疾患別リハビリテーション料の井定日数上限後、リハビリテーション料以  

外の項目を算定し、診療を継続している患者数  

・平成18年‖月にリハビリテーション料の算定を終了した患者の継続的な  

リハビリテーションの必要性（患者数）  

・診療報酬改定に伴う急性期医療機関からの患者受入数の変化 等   

施設向け  ・患者基本情報（性別、生年月日、人外区分）   

患者調査票  ・調査時点の対象疾患  

・除外対象疾患該当の有無  

・調査時点の起算の情報  

・算定対象疾患以外の疾患・障害  

・調査時点の井定の状況  

・実施リハビリテーションの内容  

・調査時点の患者の情報  

・リハビリテーション終了した患者への対応 等   

患者調査票  ・患者基本情報（性別、生年月日）  

・現在の介護の状態、活動状況  

・リハビリテーションを始めた時との比較  

・予定している生活場所  

・予定（又は受けている）リハビリテーション等 等   

※ r施設向け患者調査票」と「患者調査票」は平成18年12月】日から12月ヨ1日の間  

において、「リハビリテーションを開始してから算定日数上限に達した患者」または「リハ  

ビリテーション料の算定を終了した患者」が対象   



5．結果概要  

5．1回収の状況等  

（1）施設鯛査雇   

施設調査票の有効回収数（同一医療機関で複数の部門から提川された場合には一票とし  

て整理した）は855であり、回収率は弧3％であった。このうち回答を依頼した分野別にみ  

ると、心大血管疾患リハビリテーション分野の回収数は8占で回収率は29．0％、脳血管疾患  

等リハビリテーション分野の回収数は28gで回収率は28．8％、運動器リハビリテーション  

分野の回収数は265で回収率は26．5％、呼吸器リハビリテーション分野の回収数は292で  

回収率は29．2％であった。  

図表】施設間査票の回収の状況  

（3）患者間査票   

患者調査票は、施設向け患者調査票の対象者に対し、医療機関を通じて配布した。回答  

は各患者の任意となっていることから、施設向け患者調査票の回収数を下回っている。   

患者調査票の回収数は2，2g4であった。このうち回答を依綺した分野別にみると、心大血  

管疾患リハビリテーション分野の回収数は20l、脳血管疾患等リハビリテーション分野の回  

収数は85l、運動器リハビリテーション分野の回収数はl，053、呼吸器リハビリテーション  

分野の回収数は179であった。  

図表3 患者調査票の回収の状況  

区分  心大血 菅疾患  脳血管 疾畢等  運動器  呼吸鞍  合計  回収数  201  851  1，053  179  2．284  発送数  2．970  10．000  10．000  10．000  32．970  集計対象  199  850  1．030  179  2，258   有効回収数（施設）  発送計（施設）  回収率   

855   2，822  30．3％   

区分   
心太血   脳血管   運動器  呼吸器   

管疾患   疾患等  

回収数   86  288   265   292   

分野別発送数   29了  1．000  1．000  1．000   

分野別回収率   29．0％  2a．8％  26．5％  29．2％   

※ 調査対象者数にかかわらず各施設に一律10乗ずつ発送しており、集計対象÷発送数が  

回収率とはならない。  

（参考）回答のあった全施毀における平成18年11月の患者総数等（図表4）   

回答のあった全施設における平成18年11月の患者（リハビリテーション以外も含む）につ  

いて、1日平均患者数の入院は35，284名、外来は18，816老．であった。また1ケ月あたり実  

患者数（レセプト件数）の入院は252，475名、外来は224，728名であった。1ケ月あたり算定  

終了実患者数の入院は19，367名、外来は22，OSl名であった。  

図表4 回答のあった全施設における平成18年11月の患者総数等  

（単位：人）  

※1施設で複数の分野の調査対象となっている施設があるので、4分野の回収数合計と総  

回収数は一致しない  

（2）施設向け患者調査票   

施設向け患者調査票は、対象となった医療機関から対象患者を無作為に抽出した上で記  

入することを依頼し、】分野＝医療機関あたり最大でIO票（患者IO名）の協力を依頼した。   

施設向け患者調査票の回収数は2，683であった。このうち回答を依頼した分野別にみると、  

心大血管疾患リハビリテーション分野の回収数は】28、脳血管疾患等リハビリテーション分  

野の回収数は932、運動器リハビリテーション分野の回収数はり7l、呼吸器リハビリテー  

ション分野の回収数は252であった。  

図表2 施設向け患者票の回収の状況  

入院   外来   

1日平均患者数   35．284   柑，816   

1ケ月あたリ  

実患者数（レセプト件数）   
252．475   224．728   

1ケ月あたり  

算定終了美恵巻数   
19．36丁   22，081  心大血  

区分   菅疾患   疾患等   
運動器  呼吸器  合計   

回収数   328  932  1．171  252   2．683   

発送敢  2．970  10．000  10．000  10，000  32．970   

集計対象   328  907  1．167  249   2，651   

※ 調査対象者数にかかわらず各施設に一律10票ずつ発送しており、集計対象÷発送数が  

回収率とはならない。  



5．2 平成18年11月1ケ月の間にリハビリテーション料の算定を終了した患者の状況  

（図表5）  

5．312月にリハビリテーションを終了した患者の算定日数分布と個々の患者の状況  

○心大血管疾患リハビリテーション（図表6）  

0＼ tOヽ ？0ヽ 3¢l10＼ 501 601 TOヽ 80ヽ 90ヽ 川0ヽ  

その他の急性発症した心大血管疾患  
又はその術後の患者（N＝93）  

急性心筋梗塞（N＝80）  

慢性心不全（N＝3タ）  

狭心症発作（N＝29）  

その他（N＝18）  

合計（N＝259）  鍋 

■上限前（13引∃まで）に終了  山上限（136－150日）をもって終了  田上限挫（151日以降）に終了ロー回答  

うケ「算定日数上限をもって終7した患者」の状況（園表7  

上   上  
限  膿  
前  身  後  

にT   に1  無  
込機   無  

75   

回 臼 臼  日 ま で  る善  以  

ヽ．＿′  

208   6  2  3  0   19  7  13  
合計（N＝259）  

80．3％  2．3％  0．8％  1．2％  8．0％  7．3％  0．4％  2．7％  5．0％   

その他の急性発症した心   78   0   8  0   3 3 

大血管疾患又はその手術  
83．9％  1．1％  1．1％  1，1％  0．0％  6．5％  0．0％  3，2％  3．2％   

捷の愚者（N＝93）  

57   0   g  4  6  
急性心筋梗塞（N＝80）  

71．3％  1．3％  1．3％  1．3％  0．0％  11．3？i  1．3％  5．0，も  7．5％   

34   0  0  0   0  0   0  4  
慢性心不全（N＝39）  

87．2％  2．6％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0篤  10．3％   

23   2  0    0   3  0   0  0  
狭心症発作（N＝29）  

了9．3％  6．9％  0．0％  3．4％  0．0％  10．3％  0．0％  0．0％  0．0％   

16   0  0  0   1 O 0  0  
その他（N＝18）  

88．9％  5．6％  0，0％  0．0％  0．0％  5．6～  0．0％  0．0％  0．0％  



○脳血管疾患等リハビリテーション（図表8）  
○運動器リハビリテーション（図表10）  
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体幹・上・下肢の外傷・書折、切断・離斬（t肢）、  
運動器の悪性度■零のもの（N＝24丁）  

関♯の変性疾患（N＝175）  

射♯の炎症性疾慮（N＝80）  

運動♯不安定丘等（N＝㈹）  

その他（N＝42）  

合計（N＝5¢4）  

と！±竺竺  
（川5日まで）に縫  上限披いい日以胃）に♯丁  

うち「算定日数上限を  

上  上  
限  
前  

限  
後  

に1  
無   

回 答  
以  

竪   

182   16   32  3  2   
合計（N＝319）  

7  42  34  

57．1％  5．0％  10．0％  0．9％  0．6％  2．2％  0．3％  13．2％  10．了％   

7了   

脳梗塞（N＝145）  
10   16  0  5  0   27  9  

53．1％  6．9％  11．0％  0．Ol  0．7％  3．4％  0．0％  18．6％  6．2％   

外科手術又は肺炎等の治  

療時の安静による廃用症  
55  3  6  

候群その他のリハを要す  
0  3  

る状態の患者であって、－  

定程度以上の基本勤作舵  

力、応用動作能力、言梧瞳  

寛能力の低下及び日常生  

活能力の低下を来してい  

る患者（睦84）  

17   2   5    0   0  

脳出血（N＝37）  
5  6  

45．9％  5．4％  13．5，i  2．7l  0．0％  0．0％  2．7％  13．5％  16．2％   

33   5  1 O 了  4  
その他（N＝53）  

62．3％  1．9％  9．4％  1．9％  1．9％  1．0％  0．0％  13．2％  7．5％  

i・上由（13吉日まで）に終  田上限（138・－150日）をもって終  田上限撞い51日以降）に終了口無回嘗  

うち「算定日数上限をもって終了した息   の状況（図表‖  

上   上  
限  
前  

限  
身  後  

に1   にT  無  

込機  無 回 国 l：コ  

日 ま で  以  

対護 象保 険  テこ‡   の  降   

287   62   51  12  0  55  6   50   41  
合計（N＝564）  

50．9％  11．0％  9．0％  2．1％  0．0％  9．8％  1．1％  臥9％  7．3％   

サ折、切断一難断（■肢）、  

もの（N＝247）   

関節の変性疾患   65   17   2g    0  23  19   20   

（N＝175）   3了．1％  9．7％  16．8％  0．6％  0．0％  13．1l  0．6％  10．9％  11．4％   

関節の炎症性疾   20   9   5  3  0   9  5   8   

患（N＝60）   33．3l  15．Ol  8．3l  5．0％  0．0％  15．0％  1．7％  8．3％  13．3％   

運動器不安定症   21   3   4  4  0   4  0   3   

等（N＝40）   52．5l  了．5％  10．0％  1仇0％  0．0％  10．0，G  0．0％  7．5％  2．5％   

27   4   2  0   2  2   4   0  

その他（H＝42）  
64．2％  9．5％  2．4％  4．8％  0．0％  4．8％  4．8％  9．5％  0．0％  



○呼吸器リハビリテーション（図表12）  
5・4医療保険によるリハビリ終了後の医師の紹介先と患者の行き先（予定含む）  

04分野合計（炬636）（図表14）  
0％ －0…＝0…150160170…Ol忘忘1  

紹介先  
保紹   
険介  伺  
サし   

予定するサービス   数  答  
ビ  医を  テを  二′設  拍  なを  診  た料  し   

計   3  2  3  

89  11ヽ   

6  3  2  

三申開塑艶受吐赴宣ヒ病院二塾塵薮1；A院  n  

他の病院や譜粛所に転院十る予定  10  

介譜卓A鐘捜塞脛』△月日二塁至星一】  

介護情義型医綬施軌こ入院する予定  

特別應線量ムむ二出立左肩±連ゴ薫L▼＿Ⅳ  

自宅で過ご十＝一定  

3  

5．31  

職業リノ、施設に入所する予定  

そ中也  2  

肺炎川＝37）  

その他の呼吸器疾患  
又はその術後の患者（N＝35）  

慢性閉塞性肺疾患（COPO）  
（N＝30）  

その他（N＝32）  

合計（N＝†3ヰ）  

※紹介先：医療保険によるリハビリテーション終了時、医師が患者に対して行なった対応  

※予定するサービス：調査票を配布した医療機関によるリハビリテーション終了後、患者自身が利用等を考え   

ているリハビリテーション等のサービス  以下、同様（図表15－18）   

※紹介先、予定するサービスともに複数回答あリ  

■上限前（丁5日まで）に終  田上阻後即日以附こ終了□無回答l  

脚て終了した患者」の状況（国表13）  ※この集計においては  患者の状簡の評価として  生活の場で状態の維持が可能としている青も含まれる  

上  上限（76－90日）をもって終了  上  

限 前  身  
限  
後  

見体 込機  
回   

ま で  
園              園 以  

こ る善  
象保 険  子ご三   の   降   

91  4   16  0  0   4  6   12  
合計（N＝134）  

6了、9％  3．0％  11．9％  0．0％  0．0％  3．0％  0．7％  4，5％  9．0％   

25  0   4  0  0   1 O 

肺炎（N＝37）  
6  

6了．6％  0．0％  10．8％  0．0％  0．0％  2．7％  0．0％  2．7％  16．2％   

その他の呼吸器疾  32  0   0  0   0  0   0   2  

患又はその手術後  
91．4％  0．0％  2．9％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  5．7％   

の患者（N＝35）  

慢性閉塞性肺疾患   】3  2   9  0  0   2   2   

（COPD）（N＝30）   43．3％  6．7％  30．0％  0．0％  0．0％  3．3％  3．3％  6．了％  6．7％   

21  2   2  0  0   2  0   3   

その他（N＝32）  
2  

65．6％  6．3％  6．3％  0．0％  0．0％  6．3％  0．0％  9．4％  6．3％  

○心大血管疾患リハビリテーション（N＝89）（図表15）  

鰐介先  
保紹   
険介  回  
サし   

予定ナるサービス   数   容  
ビ  医を  テを  プ誼  指  なを  診  た料  し   

100％  3  50  3  34    12  5  
粁  89   

1：と．4も  6  

この椚章廣を受け取った病院・診療所に入院   」ユ  
1l．2ヽ  8  

＝）  

介護療養型医療施軌こ入院する予定  

特別養護老人不一ムに入所する予定  
頭  

自宅で率ごナチ定  

職業リハ姫鱒l；ネ所する予定  

その他  

無回答   

「自宅で過ごす予定」と回答し、医療機関から紹介先として「介護保険サービス」を紹介され  

た2名の今後予定しているリハビリテーション等の状況は次の通り  

＞ 2名とも「通院（適所）してリハビリテーション（介護保険）を受ける予定  

10   



○脳血管疾患等リハビリテーション（N＝178）（図表16）  ○呼吸器リハビリテーション（Ⅳ＝55）（図表18）  

紹介先  
保紹  
険介  回  
サし  

♪定ナるサービス   数   答  
ビ   医を  テを  プ汐  摺  なを  診  た料  し   

l（IQ≠  78  6  ユ0  16  17  ユー  3   
合    計  ＝喝   

l臥5l  7  

÷の紳禿潔を受け取った病院・診療所に入院  
5．川  3   3  

他の病院ヤ診療所に転院ナる予建  
6．2t  3  

介漕老人保健施設に入所する予定   匹  
l．1ヽ  

2  介護療養型慢埼鬼没に〈院する予定  
2．コt  

特別農護老人ホームに入所する予定  
4   

自宅で過ごす予定  

職業リ八鹿訊こ入所する予定  

その他  
3．鈍  

7  

23L 

無回答   

紹介先  
保郷  
険介  同  
サL   肘リ  ビ施  ク進L  上た  鍼摩  朋ナ  仏ソる  応  

予定するサービス   数   苓  
ビ   医を  テを  プ綬  楕  なを  診  た料  し   

川0ヽ  25  ‖  8  7  5  
合   計  55   

27．3ヽ  5  5  3  

この調査票を受け取った病瞑・診療所事こ入院  
1．8t  

他の病院や診療所に転院ナる予定  

介護老△保や施軌こ入所ナる予定  
．6t  

介噂密葬型医療施軌こ入鱒ナる学卒  
i  

特別華護老人ホームに入所ナる千草  
，7  も  3   

自宅で過ごナ予定  

職業リハ施鱒l；入所十手予匡  
7．3■  3  

その他  4  

5．5t  
3   無回答   

「自宅で過ごす予定」と回答し、医療機関から紹介先として「介護保険サービス」を紹介され  

た53名の今後予定しているリハビリテーション等の状況は次の通り  

＞ 介護保険の通院（適所）リハ・訪問リハのいずれか、または両方受ける予定の人は31名   

⇒（通院（適所）によるリハ：24名、訪問によるリハ：ll名【複数回苔】）  

「自宅で過ごす予定」と回答し、医療機関から招介先として「介護保険サービス」を紹介され  

た9名の今後予定しているリハビリテーション等の状況は次の通り  

＞ 介護保険の通院（適所）リハ■妨間リハのいずれか、または両方受ける予定の人は2名   

⇒（通院（通所）によるリハ：2名、訪問によるリハ：0名【複数回答】）  

○運動器リハビリテーション（N＝314）（国表17）  

紹介先  
保紹  
険介  回  
サし  

予定するサービス   数   答  
ビ   医を  テを  ブ殺  指  なを  診  た科  し   

川Dl  12  158  5  87  31  36  38  

計  314   
7．3％  9  

この臍革潔を受け取った病院・診療所！こ入院  
l．6ち  

他の病院や診療所に転院する予定  5 - 

4  

介護老人保健施雁に入所十る予定  

介護療葬型寧鱒施設lマネ院ナる予定  

．  

特別護薄暑人ホームに入所ナる予定  
l7  

自宅でミ晶ごナ予定   

職兼リハ施設に入所する予定   

．  

5  

その他  
12．4t  

無回答  39  

r自宅で過ごす予定」と回答し、医療機関から紹介先として「介護保険サービス」を紹介され  

た34名の今後予定しているリハビリテーション等の状況は次の通り  

＞ 介護保険の通院（適所）リハ・訪問リハのいずれか、または両方受ける予定の人は17名   

⇒（通院（適所）によるリハ：16名、新開によるリハ：1名【複数回苓】）  

12   



6．結果  

6．1施設の状況  

（1）許可病床数等   

1） 種別   

種別についてみると、医療機関全体では、「病院」（73．7％）が最も多く、次いで「診療所  

（無床）（10．4％）となっている。  

図表6．l－1種別  

∩ヽ   川l ？nヽ   3【Iヽ  ■0ヽ  50ヽ  60ヽ  丁（lヽ  80ヽ  90ヽ 100ヽ  

3）一般病床数   

病院における一般病床数についてみると、「50床～99床」（19．7％）が最も多く、次いで「100  

～149床」（17．0％）となっている。  

図表6．り 一般病床数（病院）  

病院（N＝630）  

2501  

クOl）ヽ  

15（l1  

100t  

50ヽ  

00ヽ  

合計㈹＝855）  

≒・病院口診療所（有床）a診療所（無床）□無回酎   

2）開設主体   

開設主体についてみると、病院では「法人」（66．0％）が最も多く、次いで「公的医療機  

関」（26．0％）となっている。診療所においては「法人j（59．3％）が最も多く、次いで「個人」  

（32．1％）となっている。  

∴∵∵∴∴・∵∵∵∴－■∵∵・主乍  

※参考：全国の病院における病床規模別割合  

（平成17年度医療施設調査 上巻 都6表 病院数・偶成割合，年次・病床規模・精神科病院一一般柄院（再掲）別）  

病院（N＝9028）  

300ヽ  

250ヽ  

20Ol  

15，Ot  

‖＝川  

50ヽ  

00＼  

※参考：開設主体の内訳  

国等   厚生労働省、国立病院機構、国立大学法人、労働者健康福祉機構等   

都道府県、市町村、日赤、済生会、北海道社会事業協会、厚生連、国民健  
公的医療槻関  

康保険団体連合会等   

社会保険関係  全国社会保険協会連合会、厚生年金事業振興団、船員保険会、健康保険組   

団体   合及びその連合会、共済組合及びその連合会、国民健康保険組合等   

公益法人、医療法人、学校法人、社会福祉法人、医療生協、会社、その他  
法人  

の法人等   

個人  

∴・さ∴一さ∴一・、二＿－・二∵÷二二・f∵∵．．－、‾‾  

14   



4）リハビリテーション科榛桟の有無  

リハビリテーション科標拷の有無について、病院と診療所別では次のとおりであった。  

病院においては「有」が8l．3％、診療所では「有」が82．1％となっている。  

図表6．1－4 リハビリテーション科標梼の有無  

O1  20ヽ  101  60ヽ  801  tOOl  

6）回復期リハビリテーション病棟入院料の届出の有無  

病院における回復期リハビリテーション病棟入院科の届出の有無についてみると、「無J  

（87．1％）、「有」（12．9％）となっている。  

図表6．ト6 回復期リハビリテーション病棟入院料の届出の有無（病院）  

0ヽ  10■  201  30ヽ  ヰ0ヽ  50■  ¢Ot TOt  80t  90t 1001l  

令書†（H＝630）  
病院用＝830）  

l■如有l   

診療所（N＝140）  

7）主に担っているリハビリテーション医療の段階   

主に担っているリハビリテーション医療の段階について、病院と診療所別では次のとお  

りであった。  

病院においては「急性期中心」（36．0％）が最も多く、次いで「いずれともいえない」（23．7％）  

となっている。診療所においては、「維持期中心」（40．7％）が最も多く、次いで「いずれと  

もいえない」（34．3％）となっている。  

図表6．ト7 主に担っているリハビリテーション医療の段階  

Ol  川1 201 30t 101 501 801 701 801 901 100l   

無回答（N＝85）  

‘■無口有ロ兼高盲1   

5）リハビリテーション専門医敢  

リハビリテーション専門医数について、病院と診療所別では次のとおりであった。病院  

においては「0名」（55．】％）が最も多く、次いで「】名」（2】．9％）となっている。診療所に  

おいては「0名り（50．7％）が最も多く、次いで「l名」（32．9％）となっている。  

図表6．ト5 リハビリテーション専門医数  

O1  2DI  4D1  801  801  100l  

合計（N＝85S）  

病院（N＝830）  

診療所（H＝1ヰ0）  

無回事（N＝85）  

病院（N＝830）  

l≠垂扁ふ占由扁b臼一由期中心・しこず訂ともい鱒ここ盲i繭‡  診療所（N＝140）  

無回答（N＝∬）  

j・0人別人竺江▼■3入㌫i元回事1  

15  1d   



（2）施設基準等（複数回答）   

改定前（平成18年3月以前）に届け川ていた施設基準と、改定後（平成18年4月以降）  

に届け出ていた施設基準については、次のとおりであった。   

下表では「現在施設基準を届け出ている医療機関」が「過去に届け出ていた施設基準」  

の状況を示している。そのため「過去に施設基準を届け出ていた医療機関」で r現在施設  

基準を届け出ていない医療機関」の状況については、下表から読み取ることはできず、別  

途把握する必要がある。  

全回答施設のうち、現在届け出ているリハビリテーション施設基準については、「運動器  

リハビリテーション料（1）」（651施設）と最も多く、次いで「脳血管疾患等リハビリテーシ  

ョン料（n）」（545施設）となっている。   

これらの施設が改定前に届け出ていた施設基準については、「理学療法用）」（522施設）  

と最も多く、次いで「言語聴覚療法（n）」（211施設）となっている。   

改定前に心疾患リハビリテーション料を算定していた施設が49施設あり、改定後に心大  

血管疾患リハビリテ←－ション料（Ⅰ）または心大血管疾患リハビリテいション料（¶）を  

算定している施設が45施設となっていることから、4施設は今回の改定によって心大血管  

疾患リハビリテーションの施設基準を取らなかったものと考えられる。  

図表6．ト8 改定前の施設基準と現在の施設基準（複数回答）  

（3）分野別リハビリテーションの施設基準（Ⅰ）を算定できない理由（複数回答）   

全回答施設のうち、現在届け出でいる施設基準がリハビリテーション＝‖である場合、  

リハビリテーション（Ⅰ）を届け出ていない理由は次のとおりであった。  

1） 心大血管疾患リハビリテーション   

心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅲ）を届け出ている回答施設のうち、心大血管疾  

患リハビリテーション料（l）を届け出ていない理由について、病院においては「医師以  

外の職員に関する施設基準を満たすことができない 」（51．5％）が最も多く、次いで「医師  

に関する施設基準を満たすことができない 」（39．4％）となっている。診療所においては回  

答数が5と少ないが、「医師に関する施設基準を満たすことができない」（40．0％）が最も多  

く、次いで「機能訓練室に関する施設基準を満たすことができない」「必要がない」（20．0％）  

となっている。  

図表6．l－9 心大血管疾患リハビリテーション料（l）を届け出ていない理由（病院）  

fy一‾ 

一、  

「 一「一てn＝謡1  

匿訊こ師すも施牧轟年を濃たす  
ことができない   

匿鯵以外の■■lこ開する施憬暮  
準を満たナことができない   
櫨鵬椚止塞に関するk貯墓場春  
満た書ことができない  

あ蓼がない  

その他  

轟国l習  

現在騙け  出ているリハビリテーシュン脆    粒暮ヰ（  ≠■回書）  

心ハン  
桓】件  
答  児リ   
施  
設   
放散  心シ  

リヨ   
占7  イ5  ヱ2  J  5d5  β5】  2D  39つ  】8  8  II li 

総合リハビリテーション施設  2も    16l    H）  川】  I  131  l  ら4  ユ  9  2  

l  

改  
定   
鵬  心疾息リハビリテーション  ▲  32  13  28  0  15  40  5  37  3  l  D  2  0   
届  理学療法または老人理学療法   ‘5  Z8  28  6β  ～  528  11●  I〃7  25I  柑7  2さ  ◆  8  8   
け  52  26  2l  8ヰ    ●42  ユt柑  138  2ユ，  lユ8  Z3  】  ○  1  

出 て  8    8    0  81  10  4ユ    27  2      2  
い  5    2        Jご  柑    ◆  8  8  山  ～  

た  li  I～  JO  β2    IJ2  ＝‖  2ユ  I12  Jl  ～ヱ  2  7  0  
揮  0  

作霊療射Ⅳ）   0   

● 数  

回  t犠聴箕飯法  3l  ユ0  20  112  I  ＝‖  215  33  2【〉3  31】  88  ■  り  
苔    貫l毒畦繁療法‖＝   85    6  †l  2    02  3  62  ■  38  ユ  l  0  

書ほ傭覚癒鍾‖り   ～†l  柑    βユ  2  128  l■l  27  I封  30  ？▲  8  3  D  
冨橋礁梵像法（Ⅱ）   17  0  l    0  1l  12  3  10  2  ○    2  
■回答   3  

州腐患者リハビリテーション鍔  ¢  l  8  0  申  2  0  2  0  0  l  ロ  0   

図表6．1－10 心大血管疾患リハビリテーション料（1）を届けrllていない理由（診療所）  

（n＝5）  

001   川81  2¢OIi  30ql  相0罵   500l  

臣軌こ関する施牧暮攣壬1たナ  
ことがで舌ない  

筐鯵以外の書■lこ帥する施設暮  
草書満たナことができない   

■艶憫織豊に関する施甘墓攣を  
満たナことができない  

あ憂がない  

モの他  

■ 回 答  

17  18   



2） 脳血管疾患等リハビリテーション   

脳血管疾患等リハビリテーション料川）を届け出ている回答施設のうち、脳血管疾患  

等リハビリテーション料（Ⅰ）を届け出ていない理由について、病院においては「医師以  

外の職員に関する施設基準を満たすことができない 」（65．3％）が最も多く、次いで「医師  

に関する施設基準を満たすことができない」（35．2％）となっている。診療所においては、  

「医師以外の職員に関する施設基準を満たすことができない」（65．5％）が最も多く、次い  

で「医師に関する施設基準を満たすことができない」（40．2％）となっている。  

図表6．ト11脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）を届け出ていない理由（病院）  

3） 運動器リハビリテーション   

運動鶉リハビリテーション料（Ⅱ）を届け出ている回答施設のうち、運動半リハビリテ  

ーション料（Ⅰ）を届け出ていない理由について、病院においては「医師以外の職員に関  

する施設基準を満たすことができない」（60．2％）が最も多く、次いで「医師に関する施設  

基準を満たすことができない」（4l．7％）となっている。診療所においては、r医師以外の職  

員に関する施設基準を満たすことができない」（68．9％）が最も多く、次いで「医師に関す  

る施設基準を満たすことができない」（3＝％）となっている。  

図表6．ト13 運動器リハビリテーション料（1）を届け出ていない理由（病院）  
（∩こコ85）  

00t t001 之qβ1108■ 仙Qt 58¢t も¢8t lq0l  

（n＝tO8〉  

0（Il l001 2001 コ00t lO（Il 印Ol OqO1100t  
医鋳lこ艶ナる絶世暮攣を満たナ  
ことができない   

医師以外の■員に馳ナる施験暮  
準を濡たすことができない  

t能訓練真に闊する施散墓捧を  
濃たすことができない  

匿一引＝片ナる施設■■喜粛たナ  
ことができない   

匿■以外の●■l＝関する蔦般暮  
攣意識たナことかでさない  

書簡¶＊主に■ナも絶験▲事を  
満たすことができない  

必賽がない  

その鳥  

書 回 書  

図表6．トlユ 脳血管疾患等リハビリテーション料（‖ を届け出ていない理由（診療所）  
国表6．ト14 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）を届け出ていない理由（診療所）  

（n＝87）  

0【Il 川Ot 20．Ol ユDO1100t 5801 8001 TO．Ol  

（∩三15）  

○一O1    20（II    亜01   800ヽ    80（ll  

匿附こ鴨する絶世基準を満たす  
ことができない  

匿霹以外の■且に関する絶好基  
準を満たすことができない   

櫨≠聯一室に関する施設暮ヰを  
満たナことがでさない  

あ憂がない  

その他  

■ 薗瞥  

霞■に■する施餃暮■替濡たす  
ことができない   
臣■以外の■■に関する蔦験暮  
攣告1たナことができない   

■♯聯■iに■ナも絶世暮攣を  
1たすことができない  

必下がない  

モの他  

■ 回 書  

19  
20   



4） 呼吸器リハビリテーション   

呼吸器リハビリテーション料（n）を届け出ている回答施設のうち、呼吸器リハビリテ  

ーション料（Ⅰ）を届け出ていない理由について、病院においては「医師に関する施設基  

準を満たすことができない」（48．9％）が最も多く、次いで「医師以外の職員に関する施設  

基準を満たすことができない」（4g．2％）となっている。診療所においては、「医師以外の職  

員に関する施設基準を満たすことができない」（70．0％）が最も多く、次いで「医師に関す  

る施設基準を満たすことができない」（30．0％）となっている。  

図表6．ト15 呼吸器リハビリテーション料（1）を届け出ていない理由（病院）  

（4）患者概況（1）：施設におけるリハビリテーションの概況   

1）リハビリテーション料を算定している患者数の増減  

1日平均患者数  

回答施設においてリハビリテーション料を算定している患者の平成1g年〕月（改定前）   

と】】月（改定後調査直近）との】日平均患者数の増減は以下のとおりであった。   

1日平均患者数の増減について、病院の入院においては「l～10人減少」（31．4％）が最   

も多く、次いで「l～10人増加」（23．2％）となっている。診療所の入院においては無回答   

を除くと「増減なし」（3l．4％）が最も多く、次いで「l～10人増加」（23．5％）となっている。  

図表6．トH 平成柑年3月とI1月の1日平均患者数の隠滅（入院）（病院）  

（∩ニ13丁）  

DDヽ  ＝】D1 2001 3001 40（l1 5001 800t  

医師lこ関する施設基準を満たす  
ことができなLt   

医師以外の職員に関する脆駿基  
準を濡たすことがでさない   

機能馴8垂に関する施設基ヰを  
満たす’ことができない  

あ賢がない  

その他  

■ 回 答  

0．5l  

0．5ゝ   

1．Tl   

8  

8．3l  

l  

L  

l．ヽ   

1．0ヽ  

L  壬  

108l  

I を  

51人以上増加  

11－SO人せ加  

31－40人増加  

2ト30人媚加  

11－20人増加  

l－†0人増加  

増減なし  
トー川人糞少  

11－20人減少  

21－30人減少  

31－咽人減少  
図表6．l－16 呼吸器リハビリテーション料（l）を届け出ていない理由（診療所）  

「  
51人以上■少  

小一58人ヰ少    無 回 答  

尉掛＝関する施設基準を満たす  
ことができない   

医師以外の■員に関する施設基  
準を満たすことができない  

001  501  1（川t  1501  ZロO1  25ロち  38．ロ1  358㌔  

図表6．ト18 平成18年3月とI1月の1日平均患者数の増減（入院）（有床診療所）  ■
■
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満たすことができない  

0．Ol  

8．0～  

00l  

08ヽ  

2．Ol  

l  

314，i   
」  

0－Ol  

0．Ol  

0．Ol   

00l   

0．01   

‡†＋l   

51人以上増加  

4l－50人増加  

31－10人増加  

2l－30人増加  

1ト20人増加  

1～10人付加  

せ減なし  
l～10人減少  

11－20人減少  

21－30人減少  

3事一相人減少  

41～50人減少  

51人以上減少  

無 回 書  

00ヽ  501  100ヽ  t50ヽ    200ヽ  250ヽ    300ヽ  ユ50ヽ  
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lケ月あたり美恵者数（レセプト件数）  

lケ月あたり実患者数（レセプト件数）の増減について、病院の入院においては無回答を  

除くと r51人以上減少」（Ⅰ6．8％）が最も多く、次いで「巨－10人減少」（14．0％）となって  

いる。診療所の入院においては無回答を除くと「1～10人減少」「増減なし」（2l．6％）が最  

も多く、次いで「1～10人増加」（15．7％）となっている。  

図表6．ト21平成柑年3月と11月のlケ月あたり実患者数の増減（入院）（病院）  

1日平均患者数の増減について、病院の外来においてはrl～10人減少」（47．9％）が  

最も多く、次いで「l～10人増加j（17．島％）となっている。診療所の外来においては「l  

～10人減少」（27．1％）が最も多く、次いで「l～10人増加」（25．7％）となっている。  

図表6．l－19 平成18年3月と11月の1日平均患者数の増減（外来）（病院）  
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0．Ol  
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0．2l  

0．溝  

1．Tl  
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ヽ I   I  

ヽ  
I2．川  

2．2t  

1．8t  

0．5ヽ  

l＋1l  

10－6l  

5一人以上増加  

41－50人増加  

31一仙人増加  

2ト30人増加  

1I～20人増加  

1～川人増加  

増減なし  
1一川人減少  

lト20人ま少  

21－38人漉少  

3トヰ0人よ少  

41－50人減少  

51人以上ま少   

無 回 答  
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8．3l                  11ヽ      2．2l  ‖  
l    l    u  

j  」  l  l  

1   

51人以上せ加  

4l－58人増加  

3ト40人相加  

2ト30人増加  

11～20人増加  

1－10人増加  

増■なし  
1～用人よ少  

11－20人糞少  

2l－30人減少  

31－40人糞少  

11－50人糞少  

51人以上減少   

k 同 等  
0肌  10．O1  2001  30肌  50．O1  80．Ol  

図表占．ト20 平成柑年3月と‖月の】日平均患者数の増減（外来）（診療所）  

図表6．ト22 平成18年3月と11月のlケ月あたり実患者数の増減（入院）（有床診療所）  
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増減なし   
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2ト30人ま少  

3トー40人よ少  
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51人以上減少   

無 回 書  
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51人以上増加  
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31－40人増加  
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